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教育プログラム・コースの概要

鹿児島大学大学院医歯学総合研究科　臨床腫瘍学講座

遺伝性腫瘍のカウンセリングとサーベイランス技術者養成コース
（インテンシブコース）

医師、看護師、薬剤師

６ヶ月

クライエントの不安・心配に柔軟に対応できるような、技術者を養成する。正確
な情報を提供し，疑問に適切に答え，クライエントの遺伝性疾患等に関する理解
を深め、今後の生活に向けて自らの意思で選択し、行動できるように支援し、援
助できることを目標にする。

令和5年10月

受入目標人数
※当該年度に「新たに」入学する
人数を記載。
※新規に設置したコースに限る。

県内の都道府県がん診療連携拠点病院、地域がん診療連携拠点病院（高度型）、
地域がん診療連携拠点病院、特定領域がん診療連携拠点病院、地域がん診療病
院、１２病院に遺伝性腫瘍のカウンセリングとサーベイランス技術者を最低１人
ずつ配置することを目標にする。受入れ目標人数を４人と設定。

本教育プログラム・コースで定める科目（90分/回）について、所定の回数を履
修する。

＜必修科目＞
遺伝性腫瘍学（基礎）講義
遺伝カウンセリング学（１）講義
遺伝カウンセリング学（２）講義
遺伝性腫瘍サーベイランス学講義
＜選択科目＞
がん遺伝子パネル検査のエキスパートパネル実習

臨床遺伝専門医（日本人類遺伝学会）の研修施設として認定。

令和元年から当院は「がんゲノム医療拠点病院」に指定されており、約160件/年
のがん遺伝子パネル検査が施行され、約50回/年のエキスパートパネル開催、約
20件/年の遺伝カウンセリング、約5件/年のサーベイランスが施行されている。

「がんゲノム医療拠点病院」であることを活用し、エキスパートパネルへの参加
を通じて、本教育プログラム・インテンシブコースで活用する。

遺伝性腫瘍は、コモンディジーズ、すなわち日常的に高頻度で遭遇する疾患、有
病率の高い疾患であり、カウンセリングとサーベイランス技術者は、今後ますま
す重要になってくることが予想される。




